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 かん水増殖分科会提出資料
 ・調'・'査一1'部...…

 A,42年度試験研究あ纏歯概要.
 1、小型モジヤコの餌付け種苗化試験

 例年ト・月採捕される11内外外型モジヤ.;の早期一飯紬ピ1苧留一り向一∵
 上二健全種苗育成のための餌料・投餌方法の鮒宰行年・?た…..
 試験往・①嗜雅舛験ξ・♀養岬撃`…争けた1=.=j㍗ミ
 ①壱好性試験∵…'
 冷紅ミ(二・ホ.γアミ武昌δ㎜・r…1榊早伸一・・…榊)及ぴ;11人工餌1∵
 料(クラ々ル)に各種ア・1一ノ酸・冷率ア1挿隼液・そρ伸のものを溶液;二
 こ㌘.∵竿態で誌1㍗せ下投与岬けと'.㌣㍗㍗呼察..
 添坤した各種アミイ酸・そ・の他は・次のもg字軍用した二∵
 ・総合ア…ノ酸・グけン・ガザ1ノすハシスチツ・ホッ』クIて力干.ビ野一
 酵母エキス、コンブ竈一末。

 結果.としては。冷凍アミ並びにアミI摘出液添カ知人工鯛が邸優札=触
 2J・己日位.餌付けできなかった小型モジヤコも冷凍テ。ミでは輸送後2暗.間1・.1

 目には餌付けでき・・.・時間帥1㍉人工銅印に対レ下も弾に坤卜二、一、
 た旦'

 そ・お他の添加物は、ア.ミ,叉は,一アミ抽出液に比べる=と,一.かたり噛I娃性あ点
 で劣ったが・.シス㍗と=一酸雫干キスが岬舳こ比べ鐘かに率帥・よ・弓手
 あつた。.
 人工餌料の谷の投与区は..他に比べ.摂餌が不活発で'あつたが、2'4一時間後,

 約5口㍗.60垢位Iが僅かに摂餌する一のが認められ是。..
 ②極酋化養成試験

 ㍗・日疇好性琴験に供.して・餌待け・たもの一幸供試しピ
 ァミー投与一によって;か・壮り早期餌付けができた・ので1、・歩留り向上が期待され

 た.が,.途中。細菌性の病害'が発生Lて一、・所期の目的を達し得なかったロー一C歩
 留り率31～アロ冤)

 細菌1性病害は,≡一試験地水族館のプリ病魚に起梱→一・る・も一とと思われた。
 人工餌料だ汁の餌付け養成では,歩・留り最低であった目

 2、クルマエビ養成試験

 小割武生費並びに立体式木製水槽によるクルマエビ養成を試汝現奄継続試
 験申。

 ○経過並びに中闘結果

 一中簡的な結集としで=は{一歩留り袖…極めて悪く。成果を一期待1IL得'杜いb.
 7月1目,熊本水試大矢野分場から、クルマエービ'種苗(.0.・35・≡ク.)5.5n0

 尾を試験地へ陸上輸送。(所要時間6時間10分)

 小割生費(1-8×1.8腕)5剛こ.各1,100尾づL,立体式木製水槽(D-8



 ×2腕)3剛二番ア・口O尾収容,初めの1週間,予備飼育して尾数・総体重
 計量の上,,10月ア目から本試験とした。
 予備飼育期間申ヒ小割武生費て158㍗5□%・木製水槽.で約2・・2完位の歩滅
 りがみられた日これは、輸送中あるいは.収容後の共喰いと,若干の逃逸が
 原因と思われ・る。

 本試験は,次ρとおり。(第I期)は

       り年ア月アト10月51ポ..・一n圓閲       止試験期間試験区分!木動式I小響式耳一永鋼式皿.木水槽工.、本水槽
       試験.開始時尾数463一6葦i5則・一522・一一5ク2・52プー

       7
       一''、』'一

       滅尾数4』741ア561512.1.脂。.

       死体確認牽122.ク1..与。.16口2“1ア5
       打方不明数.、325.1言g6。.491・35ナ
       供試負数0Ll2n.o

       '試験終了槽尾薮化』6,23・6.

       試酸鮎時総重量ク3,2司ダ324409ク365ク・む
       試1験終了時総重量ξ1ウ4口5.ざ1ア4.676.口6;80=.

       試鱗麟平島外車・旦0./0.Zq7・O.7αラ。0ラ
       13名r       試ミ食終了階平均体重8.8ア6ω5.ア

       投憐量

       'アサリ肉量心アdg10.96910-4口38η02ア4舳6269

       オキアミ草.5仰一3,540・一3.1州'2,325・お252b5'n

       魚肉(アジ)8-55511.前h11.1-56.2905555L2⊥し
       人工餌料「?2n上1“L」__LL___

 箆皿期,{O月6目以降は小割式で55尾,
 成長面だ汁を険計回

叢古

 1弓LL_」

 58.尾.,一各々収容Lて試験中日

 程魚病の現一状、一対策.効果

 鹿児島県におけるハマチ病害状況(42年度)

 。病筆那.
 今年の主柱一ハマチの病害は4件,蓄養養成樹甥に1件,と8月～9月高水'I
 温時に3件発生。(次表参照)

 2」・1一



 モジヤコ餌付養成試験結果

        ＼一
        分小型区中型産アミ蕪添加区アミ区A・、区B区        項.特小区事(従来の人工餌)(イサ{アミ粉末添加)

        (20目閻)(20目閲)(20嘗間)(15日間)〔15目闇)〔15日間)(151ヨ間)
        試験期間ミ        4215,9～5.2842.5ト9～5.2842,5,9ポ包跳2842,5.19}6,242,5.19～6,242二5.19}6,242,5,19～6.2

        試験開始時尾数4982.0004251.3口O2.3093.4203,570
        '一一.一'一'一一■一一一一一一一.一一■一一■一一'.一一一一一一一一一一■一■一■一一■一一'一一一'一■一'■一一一一■一一一一'一'一.一一一■一一一.■■一一I一一一一一'一一■一'一一一一

        一I一一一一■一'一一■■一一一'".'一一一一一''■一一'一一'■.一一一一

        滅尾数17』1.1ア2フ288941.2511.9ア11.735
        一一・■''一'.■■一一一一一■一一■一'一一一■'■■一I■一■一■.■■一一一一'''一'■■一一■一一一一一'■一一一一一■一一■一一一''一一.一一一■一一一一■I.一'一一一一一一一I'』一一

        '一一■■一■一■一■一一一■一.'一''一一一.■一一一一一一一I一■一一一一■

        死体確認数1441.1531288011.1261.ア461.5ア2
        .一一■一一■一一■一.一一一一一一一一一'1.一■一'''一一一一一一一一一一一'一一一.一一一'一一一一一一一一一一一一一'■一一一一一一一一一一■一一一''一■一一■一一一一一一一'I一一''一'一一一'一一一一一.一■一一一一一一一

        ■一'■一.一一'■■一一一一】'■■'.一一

        行方不明数3019o93125225363
        一一一一''一一一'一一一■一一一一'一■6.'一一一一一■一一一一一一一一■■一一■一'一一■■一一一一■■一.一一'.一一一一'一■■一■■一一一一■一一■一■'一'一II一一'一一一一.一■一一■■一一一一一一■一一■一一■一一一一

        ■'一'一一'.一一一一一一一一一■I一.■'一一

        。隻.一里.、.良、竺、.望...■■■■一'■一.II一一一一一一'I一■■1I一'一一一・一一一一一■■一一''一一'.一■一一■■一一一一一'一■■'一I'I■一■一■一一一■一一一.'一■■一一'■一'■一一.■■一'一'一■一'■一一'一■一'.一一一'一一'一一一I
        試験終了時尾数5248282gア4061.0581.4491.835

        試験開始時総重量侮0.3392.0アOO.ア1ア3.3992.95694ア99911
        ■一一一一'■一一■'一■一一■一一■一・一■一一`一一一■一■一一'一.一一II一一''''一一'一■一一一L■■一■一一.一一一一■一一一一一一一'一■一'】一■一.一一一一一一一.一■一一一一一■一一一一.一一一一■一一一一.I一一一.■■一'一一一一一一.`'一一一■一一一■■一一'一

        試験終了蒔総量蚤侮1.1433.8291.9ア5ヨ.1073.50口11.37813.04え

        一■一一一一■■■一一‡一一一一一I一一・'一一I一一一1一■一'一一■一一一一一一一'''一一'一1■一一一I■'■■一一一'一■一.■一一一一一一'二二二三1三1丁二二1二■1■14-2923.4口8一一一一一一一■.一■■一一■一'.一一'I■一一一一一'■一一'一■        増肉総重量佃0.8021.7591.2581.899ヨ.133
        一一■一一.一■一一一一]一一一一一一一一一■一一一一■一■一'一一一一一■一一一一一一一一・一一■一■一一''一一■一一一一I■一■一'一一■■一一一一一一■'一一一.一一'一一一'一I〇一一一一'''''一一■一一一一

        補正増肉総量蟹佃1.1695.0691.ア9012.56511.695

        蟄験開始時平均体重9一一一一'■一一一■一一■一一一一一■一■一一一0681.03一1.682.611.282.7アワアアー.        ■一一一一■一■■一一'''■■一'一一一■一.一■一一一一一一一一一_一___L____一____.一一I■一■一■II.'■一…】一一一一一一■一一■■一一'一一■■一一…■■I一■■■一一'一'一一一一一一'一一一一一I一一一一一一一

        試験終了一時平均体重ダ3.524.626.647653.31ア85フ111
        一一一一'一一一一一一一一一一一I一■一一一一o一'■I一一`一■一一一一■一一一一一一'■一.L'一一'一一一一I'一I'一'■■一一'一一.一一一■一'一一一'一'一一一''一一一一I一''.■I一一一一■一一一一一一一一'一一一一一一■一一■一一一一■一一】一'.'一一一一一■一一一一一''一.

        平均個体重の増重倍率4.1ア3.482.951.9る1.581.831,56

        .総投一餌料(乾)梅一I■■.一'一一■一一.一一■■'一一■一1.9ア3ア6263.2654,1n56.n66-13.n口1111-llllllll;1;;lllllllllll-1;三;115.ア33        一.一一'一■■一一一一.一一■'■■一L一一一一'一一■I.一一'一.一'一一一一一一一一■'一一一■■■一'一一一一一■一一一一一一一一■一一一一.■一一一'■一一一一一一

        回型餌料(乾)畑1.8496.8ア65.0984.10512.2ア0
        一I一'一L一一・'一一■一一一一一一一一■.一一一一一'■一…一''一I一■一一'一I一一一一'一一一.一一τ'.一一一'一一一一一■■一■■一■■一一■'I・■一一一一一.一1■一一■一一''''一'一一一■'一一

        フィードオイル

        一一一'一■'一一'一■■一一■一一■I■一一'一'一一I一一■一一一''一一一■一一一一一■■'■一一一'一一■'.一一1L■一.一一一一一一'''一一■一.■一■一一一一一'一''一■I■'ll∴{一一''■一一一■I一'一一一'一一.■一一一一一一一一'一一I'一.…一一一一一■一        鮮魚形料(湿)アミ畑0-5303.19n0.ア106.17口6.220
        '一一'一一■I一'■一一一.'一一一・■■I'一''一一一一一■''一.一一一一一一一一'■一■一一一一一■一一I一一■'■'一一一一一一一一.'一■'一一■■1■一一''一一■'一一一一一〇'■.一■'一'山L一.■■■■'一'一''一一■I一一一一一■一''■一.一I■I■'一一■■'■

        〃(乾)佃O.1240、ア500.1674.5211.4511.』63

        一平均B聞役餌率(乾)〔補正〕%I■一I■一一一一■一'一一一一一一一一'一一一10-688.28一一一'1一一一一■一'一一一一'10.12一.93お.6ア5.555.81

        一一一■■'一一'一一一'''一一一一一■一''一一一一'一一'一■■】一'一一一一'一一一一一一一一一一.一一一'一一■■一一一.I一一'一.lllllllll11三皇..1一'一一'■I一一一一一'■一一一''        .平均日闘成長率(橘正〕多一.一一一一一一一一一一一.一一一一'一一6.32一一一一■'一一■一'一'一一一一一'5.5ロー一一.一一一一一一一一一一一一一5.55一■一'一一■一'■一一一■一'一5.164.8ア        一一'一一一一■.一一一一'■一一■■一一''一I'一■一一■■■一一.一一.9'一■'】'一一一一■■I1一'一一'一〇`一1

        増肉一{係数〔補正〕1.6.8        一一一'一'一'一一一・一■.一一II■'一'一一■一一一■一一I■■一''一■一.1.』3一一一一■一一一】'一一■一一一一1.82一■'一.'一一一一'一一'一一一'

        一餌料転換効率〔補正〕宕一一一一一一「一一一一一一一一一一一・一一一一一59569954.9        一一一一一■一.一■一一I一一一''一一'.一一一一一'一■一一'■一一一'一一一】'一I一一一一'■.        歩留率(尾数)完・5⊥ユ・1・6988∴讐1二二11∴上∴上∵

き



      一■

      禿垂場粛三葉生油'当酵の融㍉尾平均魚体重水温ヨ;な症状二

      ③薩摩郡策町'6月17日～Iア月2口目平クチ仰'一5パ.℃23～2一体操,.弓ネッド・異状滋泳
      .②垂水市海潟8月24日～g郡5日カ4クチ310^伊℃30∴31頭部の潰瘍{皮膚消失肝臓の充血
      ⑥裁舌海潟9月5日～Ig月18日カ石ク去アジグア00〃同。。上背麟拓.
      意市      Lj島8月20日～19月・10日力扉クチアジ一一身6～ア000む芦。.や」ピ外㍗・純黒変化.麟6スシ
 1,一東1町地先における病害

 .9.5月2・日・1尾平均・3㈹州子きa000尾を一10経営㍗鞠‡
 pめ・.餌料はすべて州クチイワ㌢を投与・・月・1ア日.雫から・、紬の黒
 変化がみられ.それ以後体側部に寸榊程度・6潰瘍・したもめ、各ヒレの'出庇,

 .回転あ毎、)一時狂ほん状雛似た裏常鰍が増大し・鑑琴魚が続出作目1
 ・..原零としては・・れ久ヂ千"の;鮮度低†に主神養障㍉卒蛸琴峰
 疾病。

 ・対策は・とりあえず力みクチイ"の投与中止と・干舛や維のよ
 ・.い.マ.ア・、ジ又はキ・=ヒナ出・の切替1.サ〃アメヲーヅ・2一チ/と享・テ.トラサイ
 クリン0-2//佃。3日澗の経口按一与。し・

 。、一経過∴.こ。の塊.郁は・力・タクナ4'フシ以外一め餌ば入手困難峠細の経
 ㌫簑㌻蓑㌶㌶こており一1甲料の㍗えを呼た3

 2、季水一卒輝潟地先に率一ける細菌性病害・
 ・苧月2・・日頃から1織成プ1に頭蔀が欧自色に在りた.も.のが綿1・
 一生費一(・口11～・口鵬)当ザ・.㌧鴻睦・頭部の鯛叉は産庸消失.ll.
 ～3剛がみられ一一・一部の刈に1まピγヘツド型・体表は黄草坤咋も
 ρ.もあ。り。1。員一。r。～2尾の薙死が。一'9月に入ると、一角魅営体のすぐてのプ
 ーリに華生し,一生費当り1目5～一5尾∵最夫一『b～『一5尾に圭曽カ目。
 一方9月1口日頃になるとパ阜年養成めム・マタにもこの華抹が出鏡しは'

 じめ・・雫ヒ・や胸部粋舳叉は潰瘍し午=咋坤わ帆(.罹師ぼ・
 年ブリ養成の6系,約1,500尾)

 。舜困;.考えら巡ることは・業者間に2年養成のプ1はハマ去;こ比べ,か
 なり警肇の。低下した餌でも飼育出来る養いう考えがあり・高水響時にもけ
 る魚体の衰窮.ヵみクチイワシの投与,解料の不食等力二ら栄養障害をおこ
 し,次第に細菌性疾病にか1つていったものと思われる。.な一お,携姑禽は
 すぺてその場.で海上放棄し和事一から,i='ユハマ・チに伝染した・のでは杜いかと考



 える。I一一

 ぺ柵主1一鮮度?砂㌧一しかもマアジ等に切替・8月下旬1干等生し.たブリに
 は・、㍗フアメラゾンめ鮒鮎・・月からはテ1ラサ!'グ三一シの総ヘ
 マチξはすべてサル・一アメラジンを用い・..全業者の一せい投与く・牢死魚は・
 取り・あ一軒て陣土の・地中ヒ畢めるよう指示。
 ・一艦過1・サ}フアメラゾン又はテトラ争ンクリシの釦・維後・・ん鈍触
 ら急激鴎死が畔午・特に・年㍗の回復は著しく・摂餌も活率となり・全
 疾し千現在に至る。・

 3、垂水市海潟錨先博おける脊椎骨折症

 ぺ2一月・甲I帥㌧.!一千養細ハマ次第…番目の育;準師がみ岬る.
 讐虹りll、郎率二申けて游泳し・この症状を基し叶マテは一㍗戸I駄
 は鰺死して“老。
 9月9日になると1目に1-50・0尾当り(4尖4×4欄の金網主賛)10～

 ・=.・騨即駆があった日このハマ列茎・外傷や内巖の異状!ま即どだく.;
 脊雌㍗軍折と・こ・れ偉牟因する.内壁の圧迫.・準ぴ骨折周辺筋肉の内中止叫外は
 宰=≦犀泰魚。と・和叩。(一躍繍.蹄率養尾数の1・グ師一・一町口O尾う
 。原甲、:.、とあ症茸は・昭和一・・年即ら毎綿一鵡舛た祉.鯉潟一地先畔
 生ゼ率1・一峰年琴㍗約一1触後の肇死が喜.られ干叶、鯛、と㍗圭次
 のことか考えられる。

 (1}.率琴管・理方法.
 ρ∵鍬市海掃劫先以外吋裸地粋お・・ても同様ゐ率養宰琴叩用しゼ
 いるにも跳ず・脊椎骨缶病は全く発生し下いない日

 .9掃除々法ξ.㌧て1‡・一節地牟は生卵ゴを水再キ1刈J%奉度浮
 .{さ辛畔ボγプの紬1こよって掃除してル1る呼対し・.牛根地卵は
 生費I1主そあれム状態にし.一デリ千7ヲ・を刷・て掃除していれと口
 ◎海潟地先の漁協自営・支柱式金網仕切葦養軸(.2‡口.一n0一息放養)か.
 牝・.1・馳那↑.㍗蝉現Lて叩いド方・1国じ撫;百脅酵の憎
 率殖㍗チで杉数の師卸・出てい争、

 (2〕.放養密度.

 ll…メペηllの・金確率でポ多くぐも1一・口q尾碑一筆の放養が望まし
 /・醐畔幸いト竿養当り㍗七一/…I・・㍗・尾の雄カ1み
 ・、、れ・、.蹄、.F、蹄の擦蹄理カ1生じ不い書目

 。二箏手。こ一の病魚怜・津・!一消雫的牛方法しか序く・'師掃除{止・坪餌回
 数,・量の滅掻.水温低下までの生費替の中止回

 ㌧経準。1堆…号㍗蝉で水温=1千・・℃に低下し・?月リ礪叩二生
 費当2㍗子馬程即罹病的1散見きれる・上1.・1干奉・ら.…・月上旬帥・二、殆
 冬苧1出現レ=な.千・たつ年一㍉・・

 4・神,㍗の堆幣?、て、.
 ・.・月,紬曼;三・月.上昨かけ.て.・÷生率当1牢=目・1～・尾が雛口1一一・
 症状としてほ,やせて,や」ピンヘッド型一となり、体黒曽化を呈し,腹部の



 ズレがみられるものも亭り,綾漫.瀦泳L泣がらパ網底に横転し・次第に蛯死
 する状態であった。'.
 ○原因としては,高水温に加えて,鮮度不良の餌料に起因する食餌性病箸と

 細箪性病芦の併発キ愚われ牟r
 。苧策孝して卵1州ク乳ン{/1・/岬あき貞間投坤指導し辛口
 併し,二完全な雛魑が狂され壬和たらレ㍉.`1.自牟け薬剤投与)後・・
 20～30尾位の蜷死魚を辛している・

 C、鹿児島県がん.永養念一事業r覧表(I42.年産).
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 遥沿'岸水温の年変動(え1一年度)

 養、殖部
 特に養殖業にξつて,そρ生産の如イ可は環境要因隼左右されると.ころが大きく・

 I上その成果を験討するう郎・・なかでも水温は最李手近かな線とされ・例えば饗
 殖対象生物の異常鰺死・生産の豊凶の繍顯矛劉と蝦亭.鄭声たる・・
 そこで、昨年に引続いて県下各地の沿岸水温の年変花をまとめ牟箏観測地点は
 下記6幼魚であり・こ弔うちへ皐・=水砕川ミ褥申9事讐亭は・水産業改良普及事業
 の漁場観測速報による観測値.鹿児島は当本試地先の定撃鶴舶。確。小島は
 真珠奪麟の稗測偉に基いて蝉したぺ牢って観,苧!方・齢干統一さ㍗一で、.午へ
 在辛,資料・を提供下さつた山勝・真珠。壱岐真繁には厚くお礼申しあげる。
 1,出水郡東町伊麿地先一C、水深3例を午・前8時測痘)

 観測者山勝真珠一・
 2,薩摩郡上甑村・小島・地先(水深5m,午前10時)

 観測者壱岐真珠・1'{
 一'3,薩・摩都里村里地先(水深・13腕。午前1.0時)1

 観測者'・・里村本章振興会

 ぺ姶良郡福山町犬琴地先。(水深5湖一・午前10甲)
 観測者福山町激唾研究青年同志会・

 5。鹿児島市水産試験撃地先(水深口m、満潮時1)
 観鮒者・.連本試養殖部

 …指宿郡頴娃町水成川端布(坤・・、午前1・時)
 ・・鋲測者I水成川水産振興会

 各地の観測地点・は第・1。図に、一ま走各地の旬別平均水温の毎変動は第1表.第2'

 図に示した'、
 邸水即小島,,・鹿一児島,福山では・二月下旬に鏡舳,伊麿,里は・月上旬に,

 水成川は9月I中句にあらわれた回昨年の最高水温は鹿児島て1ア月下句にあらわれ
 た他は各地とも8月中,下旬にあらわれたのに対して,本年の最高水温は鹿児島、
 伊唐,盟.水成州て1はや㌧遅くなっている口

 最低水瀦は各地とも2月を中心にあらわれている口

 高水温期における最高は福山の51.8℃,鑑低は伊唐の2ア1℃で,その地点
 閥の温度差は約5℃口低水温期の最高は里の15.0℃.最低は伊唐の13.2℃で

 地点間の温度差は約2℃である。

 また,昇温覇には福山が他の地点よりも高水温を示し、また.伊唐では隼閻を
 通i二で他地点よりも低水温を示していることは前年と似た経過をたどっている。
 1。伊一麿:年間の水温範囲は13～2ア℃で.温度差は14℃,年間を通じて

 他の地点よりも低水温を示している。

 2・小島:1,2.3月の観測値がないので年間の最低水温がわからない。ア

 月以降8月にかけて急上昇し、福山に次ぐ高水温を示し,内湾的性格
 を現わしている。

 一`ア



伊唐
小島

里

福山

鹿児島
水成川



         月旬伊唐小島里福山鹿児島水成川
         →

         観測水深3m3330・3

         観測時刻8時101o10満潮時10
         上一15.321ア991アアO16.5116.082.0.5ア

         中15.8ア18.5818.251ア0516.46197ア

         4下16,991927199ア18.2018.011986
         平均16.口618.6118.ア01ア22

         上1ア96196919.951920≒199520102052
         申19.1520.5520.5521.85

         5下19.0920.9221.?n25-5321.1ア21.60
         平均18.ア420.4020,5921.8220.2220.80

         上199021.6ろ21.0024.2920.ア622.24

         中21.4322.口820.69?3.`621.8022.08

         6下24,4924.3320.9724.8024.2923.6ア
         平均22.1口22.6420.8824.2122.6122.62

         .

         上21.S224,0520.8825.9823.9524.24

         中23.5ヨ25-3524.2228.一〇26.5225.25

         ア下24.1.128.巨426.0029ア128.6625.3一
         平均23.1926.0623.8028.ア626.3824.95

         上25.132994451.8128.81         中26.09.29ア4.一一31.1028.63十
         8下26.752ア6328.352714

         平均26.0129.1026.ア2ll≒二111;26.62         '

         上2Z1128.4828.5口2792

         申2-5.8727492ア992ア2ア26.3ア28.07

         9下24.8025.4526.06
         平均25.952フ1202660251'÷269L⊥」32-Z31
         上23.5924.9224.3025-0523.8223.54

         申23.迎524.8923.9724.6823.5023.12

         10下2'1.1923.2922.4ア2己.5122.畜る22.19
         平均22.5624.3423..{124.3823.1122.9口

         上20.8622.2221.6622.アー21.5520.67

         申198121.8420.4ヨ22,Oア20.8820.51

         11下18.5ア19,6口196420.86194018.21
         平一切19.7421,3320.672/、8920.601979

         上16.551ア2618.5919ア月18.0ア1ア4n

         申16.191ア27179618.3ア1ア211ア64

         12下15.ア818.6418.'51Zア11ア001Z84
         平均16.161アア518.6118./11ア531Z63

         上14.4616.631ア46         中13.4615.4216.8115,871川寸1.1・16.54         1

         下1b.ア2'i5.ア215.9115.5616.01

         平均1o.8ア15.9016.2515.4616.64

         上13.2215.8515.65・15.3615.65

         申13.5一15.ア015.31         1斗1;1         2下13.711r.79'ヨ5.61
         平均1.5,4ア15.8015.3915.1815.51

         15.5015031号.9615.2015.44

         中14.22.15月516.8515.7316.n2

         …514.5014.08■■16.82         下平均奇6.ア015.ア31ア5416.8115.51         I

         15.4816.13



 I3,・・里=春蘭ら水痘筋囲は15～2§℃で..温度差は13℃、6月から7月
 にかけては他ρ幼魚よりも低水温を示している。12月一下旬に急上昇
 したあは心血ξ向し傾向・で,甑島附近の特異な現象である目

 1,福・・山・1一年間の水温簿馴工1・～・・℃で・温度差は1シ℃・内湾性から他
 の地点に比L一て特1こ.温度差I法大さ.い。特に高温期における水温は特異
 ・的に高温を示し.ている目

 ・5.へ鹿児島:一水温範囲は15～29℃で、温度差14℃。他の地点上りも一足先
 9-8.月・上旬に最碍水温があらわ一れた点は・・福山・小・島など内湾地点と
 して類似した鰯向を示す。

 ・・水.率川・蛸の水温範囲…キ1.㍗・・℃下・温度差は1・℃・・㍉・月馳
 の地点よ6もや』高温を示している,魚は昨年と同一傾向である。
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 濃ピ場観測速報(10月分)

養一殖部

 I旬別平均水温       .旬別平均水温I

       灰里.水一.成.川福山       最高最低最高最低一目山.販局・最低

       圭、22.55.2{一“25.ブ925.30一26.章125.40.
       申I一21.16プ0.5025.3424.66216.・て826,18       '}

       22.6621・6亭24.0口一       下24,5623.12
       →

       2-1・8今31・3q25.1224.8825.6624.53

       一5.24≡1+宗;;一3.89一3-1.8       一2.03十1.19十0.23

 ・○水温は全般的に患、激に下降し始め,21』～25℃を示している。Lかし里

 村においては早くも21℃台となり,他地区に比して更に急、下降を示し.前

 年よりも2℃低くなっている。

 .○里村ではI最高水温の平均が21.86℃。最低水温の平均が21.36℃で・
 10月の最高水温は下旬の22.66℃.最低水温は中旬の20.50℃て1あつ

 た。水温が上,中旬に低くて,下旬に水温が高くなった事は特異である。

 また,平均水温は前月よりも最高で5.2℃、最低で3.ア℃低くなっている口

 昨年同期よりも最膏で2℃・援低で1・6℃低い・
 ○水成川の10月水温は,援高水温の平均が25.12℃.最'低水温の平均が

 24.88℃・月間の最.高水温・は上旬の25-79℃・擾低水温は中旬の24.66
 ℃・水温は繭月よりも2.～3℃低くたっているが晦年よりも高く・下降傾度
 ぽ昨年同一翻よりもゆるや一がで亭ることを示している。
 01b月の福山では,.・最高水温の平均が25.66℃.最低水温の平均が
 24.53℃。月間の最萬一水温は上旬の26.31℃,最低水温は下旬の23.12

 ℃であった。前月よりも3～4℃低くなっているが昨年同期よりも1℃余O
 高い。

皿撫況

1,里村

 総漁獲量は5.30-0佃で殆んどが瀬魚である。前月に比較すると総漁獲量

 は前月の1レ/13にもみたない。
 昨年同期に比べると約ア00侮増獲となっている。
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有為
日数噺劉鰹!百嚢瞬出劉漁鰻1百嚢 瞬出撃 1漁鰻

イセエビ

瀬

魚

ブ.,.

サワラ

計

2,水成川

 総漁鰯は6・800矢1で・郊魚勧干㍗・サバ・コダイたどであ札総漁
 獲量は前月の・=5分の1に減少したr
 また,昨年同期ゐ総徽獲量はア30口侮て・.昨年よりもわずかに減少してい

 る回昨年同期の主な漁獲釦はサパ・ハカマォなどで一あり・本年になってハガツ
 オの漁獲が振わない。

魚種 1延出漁
'船数 露出劉鰯1奮嚢  ≡延出漁

腐数

.アジ・サバ

サワラ

バガツオ

コダイ

瀬魚

イカ

イセエビ

アマダイ

ボヲ

フカ

ムロアジ

計



 真珠母貝品評会について
養殖.部

 昭和・・年頃から急速に発展.した真鯛員養殖琴一業は,最近になってポリキー
 厚による病害・真珠の輸出不振等で母貝の流通秩序は混乱して・前奉に不牢をも
 つむき1もあるようてすが・優良母貝の生産意欲をたかめ声とい弔意昧で・本県始
 めての母貝品評会が・県および県漁連・県真瑛坤脇1県母貝養殖協議会の共催で
 開かれました口以下その概要を記して参考に供したいと思います。
 /,開催要領・...一一'
 ○日時:昭和司2年1I1月1目

 ○場所:水産七ン卓一

〇参加賀癌芸県内母員養殖業者
 ○幽晶:2年貝10匁以上・10匁以下・1点.あたり20員。
 ⑳審査・:次の・採点基準により総合点をも・つて頼位を決.足する。

 l1箏ニニ…llボ
 出..襯10、点ノ
審査員構醇
真珠研究所大村支所霧

氷産商工部(水産課.漁放課,一永産試験場)

県漁連会.良

県.真珠漁協良

県思員養殖協議会長

 2,出品点、一難

 。1O匁以上。牙プ点'一..o10匁蚊下25車
内訳策町漁協16点3点
浦内漁協.1-1

 指宿市漁鶴2・'1
 谷山病脇.一・一.2
 姶良町漁一脇.。15

 ヵ目治木町漁協.1-1
 隼人撫脇2・・3

 福山師漁協3・.5
 牛摂漁・協10.7

西桜島村漁協6_

垂水市漁協11
3.測定結果

 次。図に示すとおり殻長(L)I。殻巾(B)を20貝全部について測定
 (1/10醐まで)Lたほか,5個については員をむいて貝殻重量と肉質重量

一12一



 を別個に秤量したが,一1・0位までの結果は表1
 のとおりになってい童す回

 殻ヨ巾/殻長・1リはrふ/らみ」を指標する
 ものとして最低一nは必要とされているが。全

 山晶の出現割合を他県の場合と比較してみると
 表2のとおりとなり,10匁以、上のものは本県

 酬ものがや』すぐれ。10匁以下では、・くらか
 劣っているといえるよ弓です。

 表I

 化ノ(冒)

 ←殻長,ト穀竹一・

∵
           長崎ギ年11月・日'五月苧・冒一,鹿児島岬1月1日」
           1飲以上(3億)一8-1n一匁(6無).区別カ』し(151点)11腋以上(・ア劇1n匁以下C25点一一

           搬肉製殻晦・1・・種鶏駿・1・1一
           0口×100,ll口触姐8～1腕腕以止8～1口・

           6.6105・・11・・…亘匝・9-8.8月
           5.5■95-O11μ.ア1j5.口n9ア9694.68

           千

           4司.8』・8.』90.1....%一z.』4.ア9三・?1-4.2243.5892-8692.ア8
           、o一一'I4'』4.4一帥・一89896544.5           54一.う目8.口.89:一9ら.9一4.一州業巫旦・〃榊丁7r棚。、価≡一、、llllilll;           89295.4一4.5

           .‡:≒;1890g5.3目4.2119い1い357425ア86.一一85.ロロー
           8衛4jア183』〕95.044.1,9131“.5口月2.草886.n981.52.

           ■

           ■qi11111衛50'22アー「           9'ろ2」月ア。一4.O85.9S81.口5一

           L!4ワ91山..{6.9r1i・ほ引'90,911伽7'i2.1585.n080.39L

 り年11月1日」

表百

      、こ、＼』'＼、＼長崎佐一'}賀11鹿蝿島      1口匁以上8～10匁8～10匁      4口未満1ア7箔n実区≒ナ1㍗』第
      』口}42123.きj-2.6・・516

      12.ア48.3一一、、ア†T、、一■146      ㌃二一∴4ア6一8.口一1-8
      L詞1口。1口;O一10・01100

 寸ギギ㌃∴56一
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 W/SW・1口口の数値ぱ1.肥摘度」をあらわすものて。a口が最低糠とされて
 いるが.出現割合を比較してみると表皿のとおりで。農崎,佐'賀.度よりかなり
 劣っています。これは夏期の衰弱が充分団褒してい壬いためセ,時期的に変動

 !…大きいものと思われるが・80以下7ものぞ三神半数千られる一ことは注目され
 ます。

 表一一煎・

      ド＼長崎佐..賀鹿児島
      10匁は上8～1n匁

      アロ未満      ''一一アロ.}80一一''一一一■一■8D～90一''■■'一一I'一90。～100一■一一一一一''一■.一.10n以上20、□名一一■一'一一一■1一一50.〔1.一“■■.一一一`'2-d.O■''■I一.一'一■一一10.口'n第一'一'一'■,一.'一一〇■.30.〇一一■一.^''一一''55一ロー_.._.一_一J15.O一一一''I}一一一'60.31'・一I一一■一'一11.2'一'一一一一一■^.0.ア←一二・一一・一一・・一一i.、坐∴二6.司.一■一一一I'一■一一2.11I口匁→/・α1・一一'」■一^.'一■一28.口■一'一■一'一一■一12.口・'一一一一一'一一■一一1:□・=
      L計1口n1nnl;1口nl;1口n1jロロ

 1。匁一

 多毛.類Cボリキー原)の寄生状況は,開設した5個につ一いて貝一鼓一内面に有機質一
 が沈着Lたものを娃行症.輿珠層が分泌されたものは既佳症とし、きらに軽症、
 中・症。重癒・に区分Lセ減点方式で藩査されたが・,その結果は表Wのとおりで・
 佐賀産より箭生率は少なく,叉1n匁以下のものは長崎産のものより少ない好
 い成績になっています。・

 表w

    ド＼＼1＼Il＼1.、`'1＼lL、;長島11佐賀11鹿児1島    正常■;
    10匁域上9司.

    一8～1n匁』ア9

4,審査緒一果

 以上のとおり測定して,各形質の合計・点数の多いもの珍ら順位をつけ'.下書己
 のとおり表彰されました。

 水産庁長官費.谷山漁協..・宮崎金次郎
県知事費'谷山漁協浜一崎一常:(10匁以上)

 "..・東町漁臨村川有雄(1口匁以下)
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県漁連余慶賞東町漁協西崎重大郎(1口匁以上)
 〃〃丸礪仁助。・〃)

 〃谷山撫臨市来亀雄(10匁以下)

 県真珠養殖漁I協長賞隼人頼脇川一燭幹雄林5名
 県母貝・養殖協一議会長賞東町漁協山上信雄外5名

 夕,結び

 おわりに・.真鉄研究所大村支所畢の講評を記し・てみますと・
 ①出品員はよく掃除すべきである。ヨコ1ノの付着し下いるものか多い・
 ②出品員は同じサイズの・も?予そろえるぺきで・甲州そ戸つ.てい午いと見ば一
 えがしない目

 ③出品員と同し1ノベルのもδをとれ仕手秤ちし一でいるかということが買手側
 としての大きな条件となる回

 ④肥晶員は同.じ方法で離・牟ので1九州.各県の真と比較が一できる.!よずであ
 る,ということでした。なお,限ら一れた時間内に全山晶貝を測定審査するの
 で,前言己したとおりの基準て…行なわれたが,集ら外套膜の健康状態,貝殻
 内部の亀沢等の内部の採点は肥満度だけで代表できるかど弓か,寄生虫のセ
 ルヵリヤ,プログふシスはどうするか,溺定形質の最低健の一基準を設定すぺ・一

 きではないか,多少の疑,点が残されたようです。

 10月の  、海況

業部

 ※海況

 薩南近海の水温は大きく下降した口沿俸域の表宙水漏をみると,鹿児島溝口
 には26℃台の水帯が舌状に突込んでいるほかは、各海域とも一様に2=一5℃台
 を示している目

 50m贋と表面水温を比べてみると,表面水温が.若干低くなって.いる.海・域が

 多い。50材属では黒島一竹島から枕崎～野間岬近海健かけて、黒潮暖女と.思
 われる26℃台の高=温水域がみられる。全般的に本県近海の水渇は大体平年並
 である。

 11月は更に水温は下り・平年より1～1・5℃低、辛こ・ろが多くなっている一

 ※漁択
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 主に旋網に.ついてみる.と,・lp月の漁場鞭毛島近海と・両島か・ら天幕方面で
 あった口

 まず馬毛島漁場ではマ・アジの・好漁,†パ・・=ムロアジの不振といえよ『。10月
 中枕崎には34-81統,・・1.三ア31毛の水揚葦で・・』0・』1年の10月に比べ入港
 統数、水揚量Iとも・に今年は最低であるf・
 現象としてはマアジが大妄く増.如して{・るが,量自勺にはそ弓大きいも一のではた

 いので、やはりサノさ,半Pアジ?激減が全体の水準を低くしているものξいえよ
 う。…のほかウルメの減少も大.琴、'口
 下方甑島から天草,牛深押㍗海域衛㍗・の紗仲立っていグ・アジは

 昨年ξ大きな変りはない。

 こpよ1に本界蹄はサパ即激減が本き/・今後もそう大芦な甥待が毛でそ
 ≒にない壱叉海況からみても,種子,屋久への黒潮接岸傾向牛ら奉サぐ響隼対し
 て悪影響を及ぼしてい舛いえキう。従ってサパー本郷業も今年半初から利魚
 つ吏きもいつご弓に。由復g兆はな一k、、沿岸域g八田網〃小型旋網も大き乍好転は
 のそめ与し)拒ろう。=・.
 暴種別・漁港別水揚状況.て功g年.1・0月分)

       加メカ卿チー.何シマイワシ昨年同期       』㌔口他I一一〇一
       隻.屯

       1-1.50.319884,937_止_

       3.一2.85ア90.32;ll一31ア口∵566.6       2.n0.1292264.5

       354.5?2085.114981902896.口

       3.』11.66ろ493.4

       3ミ;4.O

       土一丁一」L']三。        521,013.ア2896
       ∴21629ア
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奄.美短信

 やがて師走の声を聞ごうとする頃で挙るが・今年何回目か?台風琴近との事で
 古任崖には大小一口～5口隻の船が避難し,久し振りに大島海峡は.賑わいを見せ
 たが,台風消滅と共に大型船より順に姿を消し,鹿児島との定理船ち通い始め漸
 く平常に戻った。常時大、塾附近をとれら多数の貨.物船,漁船が.運航L.ていると思

 えば心強い限りで美る口

 海・に恵まれた奄美大島での総漁総数の半数が無効カ船であるが,近年2,3の
 業者により漁船の大型化が計画されていると聞く.地元漁船の好漁を期待すると

 共催,単なる避難港でなく,奄美の各港にも貨物船,漁船が盛ん1こ出入りしても'

 らいたいものであ季口客船は・賢重な若年労働者を蓮ね去るが,貨物船,.漁船は物
 資の流入を盛んにし,ひいては各産.業を活発化するものであるから。
 海からの開発と共に資源に乏しい奄美大島て1あるが・。・自然の柔な保持した観光

 資源は他にはない貴I重な資源である口奄美の山々を行汁はス・スキの穂が満開とな

 り,白が緑の申,近くは,点々.と,遠くはポーツとかすんで絶景である目叉,秋の

 1一日同僚ら3入と大公望としやれてみるが獲物はトンとたく雑魚に餌を与えに行

 っただけ回のんびり÷沖から古仁展の街をR準めると・・赤と脅のト石ン屋根が何と
 も美しく見える。海も山も色彩豊かな一奄美の'秋である。

 小笠原諸島の復帰は奄美にとって襯、光面て1のライバルどなるr。地域的1こも気

 候も似ていると恩弓が,奄美大.島には奄I美大島の,小笠原一諸.珪1jにはそこの良きが

 あると.鼠弓。東京→八丈→小笠原→奄美一か鹿児島→北上と言うよ弓な蘭方観.光ル

 ニトを俸り,日本の四季を一へんに味わってもらいた、,・ものである。・・

業務概 '況

 §本裏

匿二至3封
 。10月2'圓}28日及び11月15日～『8日

 鹿児島犬学水産.一学都による川内沖原.子力発電関係海流一調査の.ため一照南丸運
航回

 。11月1日}5日

 一1アー



 調査船照市丸の廃船に伴弓漸定処置として,かもめ(15歯)を使用して沿
 峯域の一部海洋観測(観測意11点)
 o1口角ろ日日

 10月よP明年3月頃までの海況並びに各種重要魚種肥ついて長期予報作成
 発行。

 o11月21日一身9日
 かもめによ声西細声域の貝エビ類分布調乳

 匿二ζ珂.

*

 ノリ関係

 *ノ,養殖試験

 アサクサノリ、マルバアサクサノリ、スサビノリの３品種の比較試験を開
 始した。

11月2目落下傘式野外人:採苗'

 11月13一目展開未張り,水位別生育比較試験開始。
 (水位は1潮平均1日当り風間1,3.5時間の5区とした)

 ・養殖指一導

 農芸幾蓑鶯場、;二網移鮒1
 出水市11月21日～22日(のり共販協議会出席)

 アコヤガイ関係

 *異状・蜷死状況調査

 10月26日㌧29目未渡～牛深～腱之巣
10月28月}29日東町

*母貝調査

10月30日谷山平川

*多毛類一調養

11月15日止{二毛畏

 クロチョウガイ入工採苗試験終了

 1o月3口日垂水市海潟
栽培漁業一親鈍研修会出席

 11月18日～19日I出水市

 フジツボ調査

 11月1n吉里

 アワビ関係

 11月6日～一0日里村アワビ採酋用覇貝採取
 11月20日～22日浦内〃〃

 上記親員を桜島水族館外池,大崎鼻うケ所と垂下蓄養し適宜に産卵誘発実験
 を継続実施申である。
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 匝〕葦一マ」
 鮮度保持魚価対策試験。継続)

 液体酸素による急速凍結ハアチを電子レンジにより解凍一することにより,

 解凍硬直の如きものを確認した・

 アユ加工並びに凍結処理

 降りアユと競合する養殖アユの.魚価.安定策として.調味焼干割品を試3乍,な

 お.長期保管のため各面ク.レーズ剤並びに真.空包装後の凍結処理をなし観察

 中。

 厘rヨ
試験関係

 万問クルマエビ鯖生策奔成就籔継続、
 11月9日ハマナ病名.から採取した分離菌19高をハマチに接酌,第

 1回凄画誠一致を開始。

 11月25日」二言己芽者弄与隼1.カ・ら葦昌2回1目σ⊃千田産H安石互奇式験冒目姥言、

水質言周査.関係

 11月1乙臼～1ア日斤干何一川水界一軍壌彰}テI弓力(百岡ぞ王、

11月21日五反旧川水質調査,

 11月28日～29日水成川沿岸地先カ(質羽ヨ:、

会1疲関係

 11月21日…一三一思」島i果力・ノ;一刀k三〔=胆し弗姜奏壬～u}帰ミ=口

 §大.嘗=分腸

 麻'一η
1口月26日

 1n月ろn日

 鹿大水産学部税所助教授、市川講師、外学生30余名米所
 見学。

 瀬戸内管内出先省一出張所,支所等合周=l1秘所落戌武門佛コ

 式後大島支庁民と管内県職巨と一つ懇三叫1会・があった、

 感r一美戻1
 01n月16日大.島海峡海洋つ測

 。ln月23円～28日

 011月月間日文良底待…一■引乍榊
 。11月15日ソ(.ト1,海一映活j;淳≡`領ミ利

礎造凹司
 ○加工」号使用(茂野)

 ○キリ7サイ加工試験

 ○養豚場廃次調査C瀬戸内町手振)
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 直_壁二五I

O

O

 マベ稚、成貝養殖管理,

 アコヤ員成長度測定

 餌料生物培養継代え

入事異動

11月1日  疵児島県水産試験場・長茂野邦彦

 一ザ“I2-0^


